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　鞍手町では、平成 17 年 12 月 27 日に
策定された「第４次鞍手町行財政改革集
中改革プラン」に基づいて改革を進めて
きました。
　この集中改革プランは、４つの基本方
針と 22 の基本目標、47 の具体的改革項
目で構成され、平成 17 年度から平成 21
年度までの５年間で約 15 億円の財政的
効果を引き出していくことに努めまし
た。
　取り組みには、ＰＤＣＡサイクルを導
入し、計画（Plan・プラン）、実行（Do・
ドゥー）、検証（Check・チェック）、見
直し（Action・アクション）を絶えず繰
り返すことで、継続的な改善により効果
を引き出していくこととしています。
　平成 21 年度をもって計画期間が終了
したことから、この５年間の取り組みと
最終的な累積効果額の内容を報告しま
す。

行財政改革推進委員会委員
（任期：平成21 年6月10日から平成23 年6月9日まで）

役職 氏　名 選出区分
会　長 亀井　滋 一般公募

職務代理者 武谷位千子 女性代表
委　員 岡㟢邦博 町議会関係
委　員 香原　暹 町議会関係
委　員 小川和男 地域自治関係
委　員 梶栗文一 農業関係
委　員 許斐英幸 商工業関係
委　員 有松弘美 ボランティア関係
委　員 松尾　徹 福祉関係
委　員 藤井睦彦 教育関係
委　員 麻生秀生 企業関係
委　員 藤井福吉 企業関係
委　員 田代昭信 企業関係
委　員 小島美智子 女性代表
委　員 五百路恵美子 一般公募

検
証
結
果
を
報
告

■
平
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度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会

　

平
成
22
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
が
、
８
月
25
日
、
役

場
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
今
回
新

た
に
就
任
さ
れ
る
福
祉
関
係
の
松
尾

徹
委
員
、
教
育
関
係
の
藤
井
睦
彦
委

員
に
町
長
か
ら
直
接
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
４
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
り
組
み
期
間
が
平
成
21

年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
経
過
と

最
終
的
な
累
積
効
果
額
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
約
二
十
五
億
円
の
財
源
不

足
が
あ
り
ま
し
た
。
行
財
政

改
革
に
よ
る
達
成
目
標
額
を

十
五
億
三
千
三
十
九
万
九
千
円
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
５
年
間
の
累
積
効

果
額
は
十
四
億
二
百
五
十
九
万
六
千

円
で
、
到
達
率
は
92
％
と
な
り
ま
し

た
。
資
金
不
足
に
つ
い
て
は
、
基
金

の
取
り
崩
し
に
よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
達
成
率
を

項
目
ご
と
に
み
る
と
100
パ
ー
セ
ン
ト

を
上
回
る
効
果
が
で
て
い
る
項
目
も

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
出
て
い

な
い
項
目
や
マ
イ
ナ
ス
効
果
と
な
っ

た
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
公
営
企
業
中
期
経
営
計

画
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
（
※
）、
病
院

事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
の
、

４
つ
の
公
営
企
業
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
第
４
次
行
財
政
改
革
で
の

取
り
組
み
や
反
省
点
を
活
か
し
た

第
５
次
行
財
政
改
革
の
計
画
策
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
鞍
手
町
の
下
水
道
事
業
は
特
別

会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
期

経
営
計
画
の
対
象
と
し
て
計
画
を

策
定
し
て
い
る
た
め
、
公
営
企
業

と
し
て
い
ま
す
。

５年間の累積効果額と達成率
目標効果額　15 億 3,039 万 9 千円

平成17 年度効果額　39 万２千円
平成18 年度効果額　2 億 8,019 万１千円
平成19 年度効果額　３億 7,145 万４千円
平成20 年度効果額　3 億 6,858 万４千円
平成21 年度効果額　３億 8,197 万５千円
効果額計                14 億 8,259 万６千円

H18
18.3%

H19
24.3%

H20
24%

H17　0.0%

100％500

５年間の達成率　92％

H21
25.4%

平成 22 年度、第１回行財政改革推進委員会の様子
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連
番
13

♦
職
員
提
案
制
度
の
導
入

  

連
番
10
、
12

♦
公
共
事
業
（
町
単
独
土
木
事
業

費
）
の
抑
制

♦
投
資
的
経
費
の
削
減

  

連
番
５

♦
施
設
使
用
料
の
有
料
化
及
び　

減
免
規
定
の
見
直
し

 

連
番
６

♦
企
業
誘
致
の
促
進
と
未
利
用
地

の
処
分

 

連
番
11

♦
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
の　

見
直
し

 

連
番
７

◆
交
付
基
準
に
基
づ
く
各
種
補
助

金
の
見
直
し

 

連
番
８
、
９

♦
適
正
な
組
織
体
制
・
人
事
配
置

の
合
理
化

♦
特
別
職
等
の
給
与
・
報
酬
等
の

見
直
し

改
革
項
目
の
報
告

第４次鞍手町行財政改革

当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
文
化
体

育
総
合
施
設
の
料
金
の
見
直
し
だ

け
で
み
る
と
、
二
百
三
十
八
万
八
千

円
の
効
果
で
、
達
成
率
は
82
％
で

し
た
が
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

料
金
改
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

マ
イ
ナ
ス
七
百
六
十
四
万
六
千
円
、

達
成
率
は
マ
イ
ナ
ス
261
％
と
目
標

数
値
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
料
金
改
定

に
よ
る
町
外
者
の
利
用
減
は
あ
る

も
の
の
、
開
館
時
間
を
短
縮
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
燃
料
費
や
光
熱
水

費
な
ど
の
風
呂
に
係
る
管
理
経
費

が
削
減
さ
れ
、
百
七
十
二
万
一
千

円
の
効
果

が
出
て
い

る
こ
と
か

ら
、
し
ば

ら
く
は
経

過
を
見
て

い
く
必
要

が
あ
り
ま

す
。

町
有
地
４
箇
所
、
民
有
地
７
箇

所
の
「
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
未
利
用
地
の
処
分
に
よ
り

九
百
六
十
五
万
円
の
収
入
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
17
年
度
ま
で
80
歳
以
上
に

毎
年
支
給
し
て
い
た
敬
老
祝
い
金

を
平
成
18
年
度
か
ら
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
100
歳
以
上
の
節

目
支
給
に
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

補
助
金
交
付
要
綱
等
を
制
定
し
、

交
付
基
準
を
見
直
し
た
こ
と
や
関

係
団
体
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

四
千
百
十
三
万
八
千
円
の
効
果
と

な
り
、
達
成
率
は
114
％
と
な
り
ま

し
た
。

定
年
退
職
者
の
ほ
か
早
期
退

職
者
が
見
込
数
以
上
あ
り
、
そ
の

補
充
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
累
積

効
果
額
は
目
標
数
値
を
大
幅
に
上

回
り
、
最
終
的
な
累
積
効
果
額
は

三
億
五
千
五
百
二
十
九
万
二
千
円

職
員
か
ら
の
事
務
改
善
や
企

画
政
策
の
提
案
を
取
り
入
れ
、
講

演
会
な
ど
の
講
師
料
の
見
直
し
で

四
十
二
万
円
の
削
減
、
広
報
紙
の

有
料
広
告
掲
載
で
六
十
一
万
六
千

円
の
増
収
、
ま
た
、
職
員
旅
費
の

見
直
し
に
よ
り
、
百
二
十
六
万
五
千

円
の
削
減
効
果
が
あ
り
、
累
積
効

果
額
は
二
百
三
十
万
一
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
継

続
事
業
や
緊
急
を
要
す
る
事

業
の
み
を
精
査
し
て
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
累
積
効
果
額
が

七
億
百
九
十
三
万
六
千
円
、
達
成

率
が
115
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

投
資
的
経
費
の
削
減
に
つ
き
ま
し

て
も
八
千
三
百
五
十
九
万
円
、
達

成
率
96
％
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
～
21
年
度

 

連
番
４

♦
国
基
準
の
90
％
に
改
定　
　
　

　
（
保
育
料
の
改
定
）

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
、
段
階
的
に

国
基
準
の
90
％
に
到
達
す
る
よ

う
、
保
育
料
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
５
年
間
の
累
積
効
果
額
は

一
千
八
十
六
万
八
千
円
、
達
成
率

は
99
％
と
ほ
ぼ
目
標
に
達
す
る
こ

 

連
番
１
、
２
、
３

♦
目
標
収
納
率
の
設
定

♦
滞
納
処
分
の
強
化
や
民
事
手
続

の
実
施

♦
振
替
制
度
の
利
用
促
進

と
が
で
き
ま
し
た
。

の
効
果
で
、
達
成
率
は
203
％
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
職
に
つ

い
て
も
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育

長
の
特
例
措
置
に
よ
る
給
与
の
減

額
や
議
員
の
定
数
削
減
に
よ
り

一
億
三
千
四
百
六
十
万
六
千
円
の

効
果
が
あ
り
、
達
成
率
は
126
％
と

な
り
ま
し
た
。

 

連
番
14
、
15

♦
決
裁
規
程
の
見
直
し

♦
事
務
の
一
元
化

副
町
長
決
裁
権
限
の
課
長
へ
の

一
部
委
譲
な
ど
に
か
か
る
「
決
裁

規
程
の
見
直
し
」
の
取
り
組
み
や
、

「
事
務
処
理
の
一
元
化
」
に
つ
い

て
は
、
公
金
横
領
事
件
の
問
題
も

あ
り
、
当
面
、
実
施
を
見
送
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
平
成
21
年
度
は
、

公
金
収
納
と
公
印
使
用
の
管
理
・

適
正
化
に
係
る
改
善
方
策
を
策
定

し
、
さ
ら
に
法
令
の
遵
守
を
徹
底

す
る
た
め
の
職
員
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
２
項
目
に

つ
い
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
な
ど
再
発
防
止
対
策
に
も
配
慮

し
て
再
検
討
を
行
い
ま
す
。

か
ら
一
千
六
百
三
十
八
万
三
千
円

の
削
減
効
果
が
あ
り
、
達
成
率
は

108
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
は
一
千
八
十
二
万
七
千

円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
19
年
度
の
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
税
源
移
譲
に
伴
う
未
納

額
の
増
加
や
、
平
成
20
年
度
中
途

か
ら
の
急
激
な
景
気
の
後
退
に
伴

う
所
得
の
減
少
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
額
が
増
加
し
ま
し

た
。
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
に
よ

り
一
定
の
効
果
は
上
が
っ
た
も
の

の
、
最
終
的
な
累
積
効
果
額
は

二
千
百
三
十
一
万
六
千
円
、
達
成

率
は
６
％
と
い
う
厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

↑開館時間など大幅に見直した　
   総合福祉センター



 

連
番
36
、
37

♦
施
設
改
修
計
画
の
策
定

♦
利
用
申
請
等
の
改
善

「
施
設
改
修
計
画
の
策
定
」
で
は
、

22
件
の
工
事
を
平
成
19
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
振
り
分

け
、
年
度
ご
と
に
優
先
順
位
を
付

「
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
」
の
た
め
、

平
成
21
年
度
に
行
政
評
価
に
関
連

し
た
無
作
為
抽
出
の
千
世
帯
を
対

象
に
住
民
の
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
住
民
に
わ
か

り
や
す
い
案
内
図
や
サ
イ
ン
の
設

置
」
を
機
構
改
革
に
合
わ
せ
て
行

い
、「
申
請
手
続
き
の
改
善
」
で
は
、

印
か
ん
証
明
書
や
住
民
票
と
戸
籍
・

転
入
・
転
出
異
動
申
請
に
つ
い
て
、

一
元
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
時
間
外
窓
口
の
設
置
」
に
つ
い

て
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時

ま
で
税
務
住
民
課
・
会
計
課
・
教

育
課
で
時
間
外
窓
口
を
実
施
し
て

お
り
、
制
度
が
定
着
し
て
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
」
で

は
、
鞍
手
町
葬
斎
場
と
鞍
手
町
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
大
谷
自
然
公
園
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

文
化
体
育
総
合
施
設
に
つ
い
て

は
、
１
社
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

が
効
果
が
見
込
め
ず
、「
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
」
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
業
務
を

個
別
に
見
直
し
、
管
理
業
務
や
監

視
人
業
務
を
業
者
委
託
へ
移
行
す

る
な
ど
し
て
、
累
積
で
九
百
七
十

万
八
千
円
の
効
果
額
を
出
し
、
達

成
率
は
127
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
谷
自
然
公
園
で
は
、

六
十
三
万
四
千
円
、
達
成
率
は

100
％
、
鞍
手
町
葬
斎
場
で
は
、
三

　
「
収
入
役
を
置
か
な
い
事
務
体
制

の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
会
計
管

理
者
の
設
置
に
係
る
改
正
地
方
自

平
成
20
年
4
月
に
課
室
局
の
統

廃
合
に
よ
る
再
編
を
行
ま
し
た
。

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
係
制
を
廃
止

し
て
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を
行
い
、

効
率
的
な
組
織
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
業
務
量
に
応
じ
た
適
正

配
分
」
で
は
、
役
場
全
体
の
事
務

量
を
調
査
し
、「
第
４
次
鞍
手
町
定

員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
、「
課
室

局
の
統
廃
合
」
と
「
グ
ル
ー
プ
制

の
導
入
」
に
伴
い
事
務
分
掌
の
見

直
し
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
異
動

希
望
自
己
申
告
制
度
の
導
入
」
や

「
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入
」
を

行
っ
て
、
職
員
配
置
の
適
正
化
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
4

月
現
在
の
普
通
会
計
職
員
数
は
125

人
で
、
平
成
17
年
４
月
と
比
較
し

て
31
人
と
マ
イ
ナ
ス
19.9
％
と
な
り

ま
し
た
。

 

連
番
17
、
22

♦
行
政
評
価
の
導
入

♦
行
政
情
報
の
公
表
公
開

平
成
19
年
度
よ
り
行
政
評
価

推
進
委
員
会
、
実
務
担
当
者
で

構
成
す
る
行
政
評
価
研
究
会
を
設

置
し
、
行
政
評
価
導
入
の
取
り
組

み
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
か
ら
人
件
費
を
含
め
た
総
コ
ス

ト
を
把
握
す
る
た
め
、
全
職
員
を

対
象
に
業
務
日
誌
の
運
用
を
開
始

し
、
評
価
制
度
を
具
体
化
し
た
試

行
的
な
評
価
を
行
政
内
部
で
行
い

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
は
専
門
家

の
支
援
を
受
け
本
稼
動
に
移
行

し
、
５
回
開
催
さ
れ
た
外
部
評
価

委
員
会
で
の
検
証
結
果
を
予
算
に

反
映
す
る
体
制
を
確
立
。
平
成
22

年
度
以
降
は
削
減
な
ど
の
効
果
が

出
て
く
る
見
込
み
で
す
。
ま
た「
行

政
情
報
の
公
表
公
開
」
で
は
、
平

成
21
年
度
に
行
政
評
価
内
部
評
価

の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
情
報
の
公
表
と
公
開
に

務
め
ま
し
た
。

連
番
29
、
30
、
34
、
35

♦
収
入
役
を
置
か
な
い
事
務
体
制

の
構
築

♦
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

♦
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

♦
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討

 
連
番
16

♦
電
算
シ
ス
テ
ム
の
活
用
促
進

５
年
間
で
228
件
の
改
修
要
望

が
各
課
か
ら
出
さ
れ
、
電
算
班
が

随
時
対
応
し
て
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
平

成
23
年
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新

に
あ
わ
せ
、
更
な
る
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

「
住
民
参
画
の
推
進
」
及
び
「
附

属
機
関
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
参
画
の
推
進
の
視
点
か
ら
必
要

に
応
じ
て
審
議
会
等
の
委
員
の
公
募

を
行
い
、
住
民
参
画
を
推
進
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
住
民
団
体
の
育
成
・

支
援
」
に
関
し
て
は
、
助
成
事
業
を

活
用
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

連
番
23
、
24
、
33

♦
住
民
参
画
の
推
進

♦
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援

♦
附
属
機
関
の
見
直
し

連
番
18
、
19
、
20
、
21

♦
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

♦
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
図

や
サ
イ
ン
の
設
置

♦
申
請
手
続
き
の
改
善

♦
時
間
外
窓
口
の
設
置

連
番
38
、
39
、
40
、
41
、
42

♦
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

♦
文
化
体
育
総
合
施
設

♦
大
谷
自
然
公
園　

♦
鞍
手
町
葬
斎
場

♦
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー

連
番
25
、
26
、
28
、
31
、
32

♦
課
室
局
の
統
廃
合

♦
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

♦
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
配
分

♦
異
動
希
望
自
己
申
告
制
度
の
導

入
♦
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入

治
法
に
基
づ
い
て
一
般
職
の
会
計

管
理
者
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
「
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
」
は
、

昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入
に
よ

り
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
平
成

19
年
４
月
に
女
性
職
員
１
名
の
合

格
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
は
受
験
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
成
21
年
度
は
受
験
者
の

見
込
み
が
な
か
っ
た
た
め
昇
格
資

格
試
験
を
実
施
せ
ず
、
平
成
22
年

４
月
に
２
名
の
女
性
管
理
職
の
登

用
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
昇

格
資
格
試
験
制
度
の
あ
り
方
を
再

度
検
証
し
、
鞍
手
町
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
主
旨
も
踏
ま
え
、

性
別
を
問
わ
ず
管
理
職
登
用
の
機

会
を
設
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討
」
で
は
、
平
成
19
年
度
に
福

岡
県
市
町
村
税
務
職
員
実
務
研
修

に
職
員
を
派
遣
。
ま
た
、
中
央
研

修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
の

研
修
講
師
養
成
派
遣
研
修
に
１
名

の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
20
年
度
以
降
は
人
事
交
流
・

職
員
の
派
遣
研
修
に
か
か
る
取
り

組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

2010.10−４

し
て
施
設
改
善
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
利
用
申
請
等
の
改
善
」

に
つ
い
て
は
、
文
化
体
育
総
合
施

設
は
指
定
管
理
者
の
導
入
に
至
ら

な
か
っ
た
た
め
、
平
成
20
年
度
よ

り
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
を
行

う
こ
と
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
棟
に
つ
い
て
は
、
自
動

券
売
機
を
導
入
し
、
飛
び
込
み
利

用
者
へ
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。



第４次鞍手町行財政改革

■
水
道
事
業

収
益
が
計
画
と
比
較
し
減
少
と

な
っ
た
原
因
は
人
口
が
予
想
以
上

に
減
少
傾
向
と
な
り
、
そ
れ
に
比

例
し
て
水
道
料
金
が
毎
年
減
少
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

■
下
水
道
事
業

実
績
と
し
て
収
益
が
増
加
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
遠
賀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

流
入
量
が
流
域
関
連
市
町
と
と
も

に
計
画
よ
り
減
少
し
、
維
持
管
理

負
担
金
が
増
加
し
た
た
め
、
そ
の

財
源
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
増
え
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
す
。

■
病
院
事
業

計
画
と
実
績
で
収
入
に
大
き
な

差
が
生
じ
ま
し
た
。
整
形
外
科
及

び
眼
科
の
常
勤
医
師
の
派
遣
停
止

に
よ
る
入
院
患
者
数
や
手
術
件
数

の
減
少
、
及
び
常
勤
医
師
の
不
足

に
よ
る
非
常
勤
医
師
の
賃
金
が
主

な
原
因
で
す
。

■
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

当
初
計
画
か
ら
み
る
と
実
績
で

収
入
が
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
主
に
介
護
報
酬
の
改
定
と

通
所
利
用
者
数
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
後
も
将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
・

安
全
な
質
の
高
い
介
護
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
経
営
の
効
率
化
・
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❖
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

何
年
も
前
か
ら
、
学
校
の
統
廃
合
に
関

し
て
は
委
員
会
の
中
で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
統
合
検
討
委
員
会
の
中
で
「
統
廃
合

し
な
い
」
と
決
定
し
た
。
西
川
小
学
校
と
室

木
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
鞍
手
の
全
部
の
学

校
を
見
直
す
と
い
う
動
き
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
だ
け
を
限

定
し
て
学
校
の
統
廃
合
を
考
え
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
第
５
次
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、
全

小
学
校
・
中
学
校
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

形
の
統
廃
合
が
い
い
の
か
検
討
中
で
す
。
10

月
中
に
は
推
進
委
員
会
に
計
画
案
の
素
案
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ま
た
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❖
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
提
言

男
女
共
同
参
画
を
町
内
で
推
進
し
て
い

く
上
で
は
、
や
は
り
行
政
が
ど
の
よ
う
に

や
っ
て
い
る
か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
か
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
意
識
だ
け
で
な

く
、
職
員
全
体
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

？！推
進
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

ＡＱ＆

委
員
の
ひ
と
言

鞍手町　行財政改革 検索

  公表
　　しています

鞍手町では、第４次鞍手町行財
政改革集中改革プランと公営企業
中期経営計画を公表しています。
役場総務課（役場２階）の窓口で
閲覧できるほか、町のホームペー
ジでもご覧になれます。また、ホー
ムページには、会議の資料や議事
録なども掲載しています。

中
期
経
営
計
画

　
「
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討
」
で
は
、
平

成
18
年
10
月
に
「
鞍
手
分
校
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
７

回
の
委
員
会
で
存
続
ま
た
は
廃
止

に
関
し
、
財
政
面
と
教
育
機
関
と

し
て
の
面
か
ら
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
財
政
面
で
も

町
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
状
態
に
な
い
こ
と
、
教
育

機
関
と
し
て
は
生
徒
数
の
推
移
も

急
激
な
減
少
傾
向
で
は
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
後
も
特
色
あ
る
学

科
・
コ
ー
ス
や
教
育
課
程
を
編
成

す
る
こ
と
を
期
待
し
、「
現
状
で
は
、

鞍
手
分
校
は
存
続
が
望
ま
し
い
」

と
の
結
論
に
至
り
、
平
成
19
年
８

月
の
臨
時
教
育
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
、「
今
後
、
鞍
手
分
校
の
運

営
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
廃
止
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
各
小
中
学

校
や
鞍
手
分
校
、
古
月
保
育
所
の

用
務
員
委
託
を
廃
止
し
、
警
備
会

社
へ
の
警
備
委
託
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
累
積
効
果
額

は
三
千
二
百
三
十
七
万
九
千
円
、

達
成
率
は
83
％
と
な
り
ま
し
た
。

   

連
番
45

♦
学
校
用
務
員
委
託
の
廃
止

公
営
企
業
の
改
革
プ
ラ
ン
の

 
連
番
46
、
47

♦
室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
の
検
討

♦
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討

　

平
成
20
年
８
月
に
「
室
木
小
学

校
と
西
川
小
学
校
の
統
合
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
９
回
の
検
討

委
員
会
と
室
木
・
西
川
小
学
校
区

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、

統
合
し
て
も
町
財
政
に
寄
与
す
る

可
能
性
は
少
な
い
こ
と
、
児
童
数

も
急
激
な
減
少
は
な
い
こ
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
反
対
意
見
が
多

い
こ
と
や
適
正
規
模
の
学
級
数
に

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
統
合
せ
ず
現
行
の
ま
ま
存
続
す

る
と
い
う
結
論
に
至
り
、
附
帯
意

見
を
付
し
て
教
育
委
員
会
に
提
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
４

月
に
臨
時
教
育
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
、「
改
め
て
中
学
校
を
含
め

た
学
校
の
再
編
を
検
討
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
い
う
結
論
に
至

り
、
現
時
点
で
は
統
合
し
な
い
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
民
営
化
の
検
討
を
行

い
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
剣
第
二
保
育
所
、
西
川
第
二
保

育
所
の
移
管
事
務
を
す
べ
て
終
了

し
、
平
成
21
年
度
か
ら
民
間
保
育

所
と
し
て
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

他
市
町
か
ら
の
児
童
受
け
入
れ
に

か
か
る
運
営
負
担
金
と
、
延
べ
入

所
人
員
の
減
少
に
伴
う
保
育
料
の

減
収
や
、
私
立
保
育
所
運
営
負
担

金
の
増
加
に
よ
り
、
差
し
引
き
効

果
額
は
マ
イ
ナ
ス
二
千
五
百
七
十

四
万
三
千
円
、
達
成
率
は
マ
イ
ナ

ス
72
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
学
校
給
食
の
民
間
委
託
」
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
民
間
導
入
検

討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
経
費
や
調
理
員
の
面

で
、
現
状
と
比
べ
大
幅
な
効
果
が

見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成

19
年
４
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で

協
議
し
た
結
果
、
直
営
で
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

連
番
43
、
44

♦
剣
第
二
・
西
川
第
二
保
育
所
の

民
営
化

♦
学
校
給
食
の
民
間
委
託

５−2010.10

百
十
六
万
三
千
円
、
達
成
率
は

114
％
、
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
千
六
百
十
八
万
九
千
円
、

達
成
率
は
135
％
と
順
調
に
効
果
を

あ
げ
ま
し
た
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
収
支
の
差
し
引
き
で
は
効

果
が
出
て
お
り
、
累
計
で
八
百
七

十
八
万
三
千
円
、
達
成
率
は
496
％

と
な
り
ま
し
た
。

↑存続することとなった鞍手分校


